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【昨日の市況概要】 公示仲値 145.09

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 144.96 1.1618 168.33 1.3616 0.6496

SYD-NY High 145.95 1.1665 169.36 1.3671 0.6514

SYD-NY Low 144.63 1.1590 168.19 1.3591 0.6485

NY 5:00 PM 145.27 1.1660 169.32 1.3665 0.6514

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 42,982.43 ▲ 106.59 日本2年債 0.7200% ▲0.0100%

NASDAQ 19,973.55 61.02 日本10年債 1.3900% ▲0.0200%

S&P 6,092.16 ▲ 0.02 米国2年債 3.7797% ▲0.0402%

日経平均 38,942.07 151.51 米国5年債 3.8477% ▲0.0124%

TOPIX 2,782.24 0.89 米国10年債 4.2896% ▲0.0049%

ｼｶｺﾞ日経先物 39,030.00 165.00 独10年債 2.5615% 0.0285%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,718.75 ▲ 40.24 英10年債 4.4770% 0.0065%

DAX 23,498.33 ▲ 143.25 豪10年債 4.1220% ▲0.0290%

ﾊﾝｾﾝ指数 24,474.67 297.60 USDJPY 1M Vol 9.85% ▲0.19% 　

上海総合 3,455.97 35.41 USDJPY 3M Vol 10.27% ▲0.06%

NY金 3,343.10 9.20 USDJPY 6M Vol 10.23% ▲0.11% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

WTI 64.92 0.55 USDJPY 1M 25RR ▲1.31% Yen Call Over

CRB指数 296.62 ▲ 0.34 EURJPY 3M Vol 8.67% ▲0.03%

ドルインデックス 97.68 ▲ 0.18 EURJPY 6M Vol 9.06% ▲0.15%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：松木・鈴木

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お
客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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NY市場のﾄﾞﾙ円は、中東情勢を巡る不安が後退した事が引き続き好感された円売りの流れから、一時145.95まで上昇す
る。ただその後は米金利の低下が重しとなり、徐々に値を下げると、午後も同様の流れが続き、145円台前半まで下落。
その水準では下げ止まるも、終盤も上値は重く推移し、145.27ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。 一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは、朝方に1.1590付近まで
下落する場面もあったが、その後米金利の低下に伴なったﾄﾞﾙ売りが支えとなり、1.1630付近まで反発。午後もﾕｰﾛ高の
流れが続き、終盤にかけては1.1665まで上値を伸ばし、1.1660ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は144.96ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。田村日銀審議員の「物価上振れﾘｽｸに留意する必要がある中で、物価安定の
目標の実現時期が前倒しとなる可能性も十分にある」との発言を受け円買いで反応し、一時144.63まで下落。ただ勢いは
続かず、その後は実需のﾄﾞﾙ買いにｻﾎﾟｰﾄされ、145円台前半まで上昇し、結局145.17ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は145.17ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。中東情勢の緩和が材料視されてか円安が進行し、ﾄﾞﾙ円は一時145.80まで上
昇。一服後も145円台後半での推移が続き、145.76ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸに渡った。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
6月25日 10:00 日 田村日銀審議委員　講演

10:30 豪 CPI(前年比) 5月 2.1% 2.3%
23:00 米 新築住宅販売件数 5月 623k 693k
23:00 米 パウエルFRB議長　講演

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

6月26日 21:30 米 卸売在庫(前月比)・速報 5月 0.2% 0.2%
21:30 米 GDP(年率/前期比) 1Q T -0.2% -0.2%
21:30 米 個人消費 1Q T 1.2% 1.2%
21:30 米 GDP価格指数 1Q T 3.7% 3.7%
21:30 米 コアPCE価格指数(前期比) 1Q T 3.4% 3.4%
21:30 米 耐久財受注(前月比)・速報 5月 8.5% -6.3%
21:30 米 新規失業保険申請件数 21-Jun 243k 245ｋ

「物価目標の実現時期、前倒しの可能性」

「関税のインフレへの影響を予測することは非常に困難」

本日のドル円はレンジ内での推移を予想する。昨日はドル、円共に売りが優勢の中で、ドル円はわずかに値を

切り上げてクローズした。昨日早朝に発表された日銀6月会合の主な意見は、様子見姿勢を維持するとの意見

が多数を占め、改めて日銀の利上げを急がない姿勢が確認された。一方でパウエルFRB議長も関税が物価に

及ぼす影響を見極めきれないとし、こちらも待ちのスタンスを改めて示した。ドル、円両通貨ともに買いが入り

づらく、明確な方向感はでないと考える。ただし、本日は月末2営業日前につきフロー主導での値動きには警戒

したい。


